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医学専攻 先端医学研究者コース  

博士課程教育リーディングプログラム アジア非感染性疾患（NCD）超克プロジェクト 

９名  （一般入試と指定校特別入試を合わせて） 

（備考） 在職のままで就学を希望する社会人に対して、大学院設置基準第１４条による『教育方法の特例』

を適用し、「夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法による」

教育を取り入れています。ただし、実習の科目についてはこの限りではありません。 

 

 

 

平成２９年４月   （注意）以降、本要項に記載のある日時はすべて日本時間による。 

 

 

 

１．大学の医学部医学科、歯学部又は修業年限６年の薬学、獣医学を履修する課程を卒業した者及び

平成２９年３月までに卒業見込みの者 

２．外国において、学校教育における１８年の課程（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を

含むものに限る。）を修了した者及び平成２９年３月までに修了見込みの者 

３．外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における１８年の課程（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）

を修了した者及び平成２９年３月までに修了見込みの者 

４．我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１８年の課程（医

学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了したとされるものに限る。）

を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

５．修士課程を修了した者又は修士の学位を有する者と同等以上の学力がある者で、大学の医学、歯

学、薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者等昭和 

３０年４月８日文部省告示第３９号及び平成元年９月１日文部省告示第 118号により文部科学大臣

の指定した者 

６．修業年限が６年の大学（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学し、

当該大学を卒業していない者であって、所定の単位を優秀な成績で修得したと本学大学院が認めた者 

７．外国において学校教育における１６年の課程（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を含

むものに限る。）を修了した者、外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履

修することにより当該外国の学校教育における１６年の課程（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修

学 生 募 集 要 項 

募 集 人 員 

出 願 資 格 

入 学 時 期 

−3−








     

−4−






−5−



 

6 

３．出願書類等（※は本学所定の用紙） 

書   類   等 備              考 

1 入学志願票 ※ 
推薦者は出願者の出身大学の教員又は、研究所、医療機関等の指導者等。

ただし、指定校特別入試の場合、最低１名は指定校所属の教員等としてくだ

さい。      Form A 

2 履歴書  ※       Form B 

3 英語小論文 ※       Form C 

4 研究業績  ※       Form D 

5 英語能力評価表 ※       Form E 

6 推薦書  ※ 
入学志願票に記入した推薦者が作成したもの３名分を厳封して提出してく

ださい。          Form F 

7
 
成績証明書

 

出身大学（学部）長が作成し、厳封したもの。本学卒業（見込）者は不要

です。 

なお、大学院修士課程修了（見込）者は、出身大学院（研究科）の長が作

成し厳封した成績証明書も併せて提出してください。 

8 
卒業証明書又は 

卒業見込証明書 

出身大学（学部）長が作成したもの。本学卒業（見込）者は不要です。 

なお、大学院修士課程修了（見込）者は、出身大学院（研究科）の長が作

成した修了（見込）証明書のみを提出してください。 

9 
検定料納付確認書 

（巻末に綴込み） ※ 

入学検定料 30,000円を検定料振込用紙（本学所定の用紙・巻末に綴込み）

を使用し、平成２８年９月２０日（火）から１０月１７日（月）の期間に

銀行で振込んだ後、収納印を受けた「振込金受領証明書」を貼付してくださ

い。 

10 受験票・写真票 ※ 写真（３か月以内に撮影した正面上半身、無帽、縦４㎝×横３cmのもの）

を写真欄に貼付してください。 

11 あて名票  ※ 合格通知を受ける宛先を記入してください。台紙は、はがさないでください。 

12 受験票送付用封筒 ※ 宛先を記入し、362円分の切手を貼付してください。 

13 所属長の受験許可書 
現に大学院に在学中の者（平成２９年３月までに修了見込の者は除く。）

及び官公署、医療機関、会社等に在職中の者のみ。 

(本学に在職中の者は不要です。)（別添様式例参照） 

（注） １ 出願書類の Form A～Fについては本学インターネットホームページ http://www.shiga-med.ac 

.jp/entrance/daigakuin/boshuu/boshuu.htmlからダウンロードしてください。 

２ 出願後における記載事項の変更は認めません。また、受理した出願書類は、理由のいかんにかか

わらず返還できません。 

３ 出願者が海外に居住している場合の入学検定料の納付については次ページ「４．出願方法の（３）」

によってください。 

４ 指定校特別入試での出願については、出願書類等のうち 9～13は必要ありません。 

５ 出願資格審査を受ける場合、上記の出願書類等のうち当該審査のための申請書類と重複するも

のについては、合わせて１通（部）の提出で構いません。 

６ 出願書類に虚偽の申告をした者については、入学後であっても入学許可を取り消すことがあり

ます。 

−6−






−7−






−8−






−9−






−10−



11



−11−







−12−



13 

 

以下は、先端医学研究者コースの博士課程教育リーディングプログラム 

「アジア非感染性疾患（NCD）超克プロジェクト」についての案内です。 

 

 

 

別表１のとおり。 

 

 

 

１．１年次、２年次、３年次、４年次において、コア領域の必修科目から１６単位、選択必修科目から

４単位、支援領域の選択必修科目から２単位、実習の必修科目から６単位、選択必修科目から２単位

を履修するものとする。 

２．２年次から指導教員の指示の下、他機関等での研修を行い、研究課題に即した研究指導を受けると

ともに、自発的な研究活動に専念し、研究者として自立して独創的な研究活動を行うために必要な高

度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を養います。 

３．２年次終了時において、研究基礎力試験：QE（Qualifying Examination）を実施します。QE は
博士論文研究を主体的に遂行できる基礎力を身につけているか包括的に審査する仕組みです。１年次

および２年次に履修した必修科目の筆記試験と研究計画の発表、および口頭試問を行います。 

４．上記２における他機関等での研修（実習の科目）は大学院設置基準第１４条「教育方法の特例」を

適用しておりません。実習の科目ごとに１～３ヶ月に渡る実地実習となるため、社会人入学者の場合

は休職等して履修する必要があります。 

 

 

 

 別表２のとおり。 

 

 

 

１．修業年限は４年を標準とします。 

２．学位の種類は、「博士（医学）」とし、学位記に「アジア非感染性疾患(NCD)超克プロジェクト修

了」を附記します。 

３．学位は、大学院に４年以上在学し、上記履修方法により３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究

指導を受けたうえ、論文審査及び最終試験に合格した者に授与します。 

 

 

 

本プログラムには、プログラム所属学生が経済的な負担を軽減され、より学業に専念できるよう、月

額１５万円を基準とした奨励金制度があり、審査のうえ、支給の可否や支給額を決定します。ただし、

社会人入学者には支給しません。また、１年ごとに支給の継続を審議し、停止することもあります。 

なお、本リーディングプログラムの文部科学省からの補助金が平成３１年度（２０２０年３月）をも

って終了するため、奨励金の支給も平成３１年度（２０２０年３月）までとなります。 

授業科目及び単位数表 

主 な 研 究 内 容 等 

奨 励 金 等 

履 修 方 法 

学 位 授 与 
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別表２

（平成２８年８月１日　現在）

講　座　名　等 分　野　等 職　名 氏　　名 主　な　研　究　内　容

１．新世代腹腔鏡手術シミュレータの開発
２．バリエーションを伴う臓器の3Dモデルの作成
３．深度画像、ハプティクスなどのVR/AR/MR技術の医療応用
１．ブッダの人生と教え
２．大乗仏教の哲学
３．生命倫理と医の倫理
４．アジアの文化と諸宗教
１．ジョージ・マクドナルドの死生観
２．バイロン研究
３．異文化理解
４．医学英語教育
１．神経幹細胞の発生・維持・分化のメカニズム解析
２．中枢神経系の再生戦略開発
３．精神疾患の病態解明
１．がん、循環器疾患におけるシグナル伝達機構と遺伝子解析
２．細胞接着の分子機構

１．循環器疾患・生活習慣病の疫学
２．循環器疾患・生活習慣病の予防医学
３．栄養疫学
１．生活習慣病・脳心血管病の疫学
２．冠動脈石灰化
３．軽度認知機能障害と動脈硬化関連指標との関連
１．疾病発生予測モデルの構築
２．疫学研究デザインと解析手法の開発
３．薬剤疫学研究
１．不整脈の基礎的ならびに臨床的研究
２．循環器疾患における遺伝子診断
３．心不全の再生医療
４．虚血性心疾患の発症機構と治療に関する研究
１．肺の構造と機能に関する研究
２．呼吸器疾患における構造と機能に関する研究

１．腸管粘膜における免疫応答に関する研究
２．腸内細菌叢の異常とIBDの病因に関する研究
３．サイトカインネットワークに関する研究
１．代謝疾患と栄養の研究
２．インスリン抵抗性発症機構
３．糖尿病発症関連遺伝子
１．膵切除術における合併症予防に関する臨床研究
２．消化器癌に対する免疫療法の開発
３．膵機能に関する研究
４．消化器癌転移メカニズムの解明
５．手術手技に関する介入研究
１．冠血行再建手術におけるグラフト血管機能に関する研究
２．心拍動下手術における機能に関する研究
３．心臓血管の再生医療に関する研究
４．心臓血管手術侵襲に関する研究
５．僧帽弁再建術式の研究
１．脳虚血の病態と治療に関する研究
２．脳動脈瘤の病態と治療に関する研究
３．脳動静脈奇形の病態と治療に関する研究
１．胸部画像診断法の研究
２．腫瘍画像診断法の解析
３．びまん性肺疾患のHRCT研究
１．ヒューマンインターフェイス
２．視覚情報処理
３．医学情報システム
１．アルツハイマー病の病態解析と診断・治療法の開発
２．認知症の予防法と先制医療に関する研究
３．神経疾患のMR画像診断
４．神経疾患の分子生物学的研究
１．循環器疾患・生活習慣病の疫学
２．循環器疾患・生活習慣病の予防医学

１．疫学研究の生物統計学
２．循環器疾患、神経変性疾患、認知症の疫学
３．生存分析、回帰分析
１．糖尿病・循環器疾患・生活習慣病の疫学
２．糖尿病・循環器疾患・生活習慣病の予防医学
３．潜在性動脈硬化症に関する疫学研究
１．循環器疾患のゲノム疫学
２．遺伝性循環器疾患の研究

１．成人期の健康障害と生活環境要因との関連についての疫学研究
２．循環器疾患の一次予防および再発予防のための介入効果の検証

１．要介護高齢者と介護家族の共生に関する研究
２．慢性疾患患者（児）の長期生活予後、有効なライフスキルに関する研究

臨床看護学講座 宮　松　直　美成人看護学

脳神経外科学講座

－ 特任准教授

ROBERT ABBOTT

門　田　 　　文

教授 野　﨑　和　彦

－ 特任教授

公衆衛生看護学講座 －

教授

浅　井　　　徹

教授 伊　藤　美樹子

上　島　弘　嗣

心臓血管・呼吸器外科 教授

－ 特任講師

－

生命科学講座 生命情報学 教授 小　森　　　優

教授 遠　山　育　夫

公衆衛生学

教授 三　浦　克　之

医療文化学講座

哲学

藤　吉　　　朗

神経難病研究センター 橋渡し－神経診断治療学

教授 室　寺　義　仁

生理学講座

扇　田　久　和

英語 教授 相　浦　玲　子

准教授

生化学・分子生物学講座

消化器・血液内科

放射線医学講座 － 教授 村　田　喜代史

医療情報部 － 教授 永　田　　　啓

教授

大　野　聖　子

アジア疫学研究センター

－ 特任教授

主 な 研 究 内 容 等 （ 本 学 ）

循環器・呼吸器内科

糖尿病内分泌・腎臓内科

内科学講座

外科学講座

等　　　誠　司

消化器・乳腺・一般外科 教授 谷　　　眞　至

安　藤　　　朗

統合臓器生理学 教授

堀　江　　　稔

教授 前　川　　　聡

准教授 中　野　恭　幸

社会医学講座

准教授医療統計学 田　中　佐智子

教授

分子病態生化学 教授

15
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（平成２８年８月１日　現在）

所　属　名 部門、領域等 職　名 氏　　名 主　な　研　究　内　容

１．慢性疾患の日米国際比較疫学

１．循環器疾患の疫学
２．栄養疫学
３．国際共同疫学研究
１．公衆衛生行政
２．感染症疫学

１．生活習慣と肥満の地域格差および年次推移

１．日本でのがん対策の企画立案・評価に資するがん記述疫学研究

１．循環器疫学（冠疾患・心不全・末梢動脈疾患）
２．慢性腎臓病疫学 
３．リスク予測
４．糖尿病・肥満・アディポカインの疫学
１．睡眠・食事・運動等、生活習慣や血圧のビッグデータ解析
２．医療や生活習慣改善を支援する指標等の研究開発

１．疾患疫学（呼吸器疾患、がん、糖尿病など）

インペリアル・カレッジ・
ロンドン

滋賀県

主 な 研 究 内 容 等 （ 他 機 関 等 ）

オムロン（株） 技術専門職 中　嶋　　　宏

ピッツバーグ大学

－

健康医療福祉部

国際産学連携センター

疫学・予防部

－

次長 角　野　文　彦

西　　　信　雄センター長

愛知県がんセンター研究所 部長 田　中　英　夫

技術・知財本部

教授 PAUL ELLIOTT

グラクソ・スミスクライン（株） 開発本部ヘルスアウトカムズ部 部長 貝　瀬　俊　彦

准教授 関　川　　　暁

ジョンズホプキンス大学 准教授 松　下　邦　洋－

（独）国立健康・栄養研究所
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